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１． 事業者名及び代表者名

有限会社　石川メンテナンス
代表取締役社長　　石川　　桂三

２． 所在地

〒418-0022　静岡県富士宮市小泉1801-18
TEL　0544-27-5117　　FAX　0544-23-8450
E-mail　imc-ishikawa@po2.across.or.jp　　　　　　　　　　URL  http://imc-ishikawa.com

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者　　　清水　　光太 連絡先　所在地に同じ
事務担当者　　　　　　石川（智）

４． 事業の概要

浄化槽保守点検、排水処理設備点検、貯水槽清掃、給水設備管理

冷却塔清掃、空気環境測定、衛生害虫防除

５． 企業概要

設立　1989年　１月
資本金　600万円
従業員数　6名（2021年10月現在）

６． 事業年度　毎年　8月1日～翌年7月31日

７． レポートの運用期間及び発行日

環境経営レポートの運用期間（2022年 8月 1日～2023年 7月 31日）
環境経営レポートの発行日（2023年  9月 25日）

８． 対象範囲

全組織・全活動

９. 許認可一覧
浄化槽管理業務：登録番号（６）　第４３２号
貯水槽清掃業務：静岡県１６貯第６号
空気環境測定業務：静岡県４空第６号

Ⅰ.組織の概要
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１． 環境関連法規制等の遵守

２．

１）

２） 水資源を守る為、使用量の削減に努めます。

３） 廃棄物の削減、リサイクル推進を実施します。

４）

５） グリーン購入。

３． 環境コミニュケーションの実施

１）

２）

３）

４． 環境経営の継続的改善

制定年月日

有限会社　石川メンテナンス
代表取締役社長　石川　桂三
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アイドリングストップ等、省エネルギー活動の推進。

節水を心掛け、水使用の削減に努めます。

事業所にて排出される廃棄物を削減し、リサイクル可能なものは積極的に実施する。

工業薬品の保管、管理を定期的に確認し、漏洩事故が発生しないよう徹底する。

環境に配慮した物品の購入に取り組み、環境保全への意義を高め、全社への波及を促

化学物質の適正使用、適正管理に努めます。

周囲の美化活動を実施します。

社外に環境経営レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより良いコミニュケー
ションを図って行きます

年１回以上、全従業員に環境についての教育を実施し、環境経営方針を周知し、全社員
参画による取組を目指します

顧客との環境コミュニケーション推進するなど顧客満足度の向上等を図り、環境経営の継続
的改善を実施します。

2021年10月1日

電気、ガソリン等の使用量削減に努めます。

事業活動において環境に与える負荷を削減する為、下記に示す取り組みをしま
す。

Ⅱ.環境経営方針
[環境理念]

「水環境を守る」

事業活動に伴って排出される様々な水。
環境保全事業に携わる弊社は排出水の環境への負荷の低減を業務とし、川や湖沼への排出水の
水質向上、改善に貢献していきます。
多様化する環境管理の中、お客様から信頼されるパートナーとして、日夜、社員の総力を結集し地
域の環境問題に役立つ企業を目標として、環境に関連する各種事業に取り組んでまいります。

[基本方針]

　当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。

各種の事業活動における環境関連法令を遵守します。



作成日
作成者

対象範囲：全組織・全活動

＜関係者の権限と役割＞

社長
① 環境経営全般に関する責任と権限
② 環境経営方針の制定及び改定
③ 環境経営に必要な資源の準備
④ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
⑤ 環境経営システム全体の評価と見直し
⑥ 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知

環境管理責任者
① 環境経営システム全般の運用・管理
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 取組状況の社長への報告
④ 環境経営レポートの作成

ＥＡ２１事務局
① 環境負荷データ等の集計
② 環境経営目標・環境経営計画の進行管理
③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施
④ 環境関連法規等の遵守状況チェック
⑤ 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成。全体での試行、訓練の実施
⑥ 文書・記録の管理

各部門
① 部門の環境経営計画の実施
② 部門データの集計
③ 部門の問題点把握と是正対策の実施
④ 部門取組状況の事務局への報告

その他の従業員
① 自分の役割を守りエコアクション21活動を推進する
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石川（智）

営業
(係長）
富岡

事務

環境管理責任者

清水　光太

ＥＡ２１事務局

清水　光太

Ⅲ.実施体制

代表取締役社長

2022年8月1日
清水　光太

石川　桂三



基準期間
2021年8月
〜

2022年7月
基準値

㎏-CO2 17,710.21
kWh 5,584.00
L 6,538.57
L 不使用
L 不使用
kg 不使用

一般廃棄物 kg 240
㎥ 42
― 適正管理
件 -
％ -

＜備考＞

基準年度
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
2021年8月
〜

2022年7月

2022年8月
〜

2023年7月

2023年8月
〜

2024年7月

2024年8月
〜

2025年7月

2025年8月
〜

2026年7月

㎏-CO2 17,710.21 －1％ －1％ －1％ －1％
kWh 5,584.00 －1％ －1％ －1％ －1％
L 6,538.57 －1％ －1％ －1％ －1％
L 不使用 - - - -
L 不使用 - - - -
kg 不使用 - - - -

一般廃棄物 kg 240 20Kg/1月 19Kg/1月 18Kg/1月 18Kg/1月
㎥ 42 －1％ －1％ －1％ －1％
― 適正管理
件 ― 現状把握 +1社 +1社 ＋1社

％ ― 現状把握

＜備考＞
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４．「環境配慮型製品の販売」は、2022年度に現状把握を行い、2023年度から数値目標を設定する。
５．「環境経営の継続的改善（顧客満足度の向上）」は、2022年度に現状把握を行い、2023年度から数値目標を設定する。

Ⅳ．環境経営目標

１．運用期間（2022年8月〜2023年7月）の環境目標

内訳

電力
ガソリン

環境配慮型製品の提案

環境経営の継続的改善（顧客満足
度の向上）

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実
績－2021.1.7　環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.452(kg-CO2/kWh)を使用した。

２．「一般廃棄物排出量」は過去実績がないため、2022年度に現状把握を行い、2023年度から数値目標を設定する。
３．「化学物質使用量」の削減目標はPRTR法該当物質が無く、且つ使用量が非常に少ないこと、及び顧客の指定があり代替化が
困難なため維持管理とする。

廃棄物排出量
水使用量
化学物質使用量 適切な管理・使用

軽油
灯油
プロパンガス

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量
水使用量
化学物質使用量
環境配慮型製品の提案
顧客満足度の向上

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－
2019年度実績－　2021.1.7環境省・経済産業省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.452(kg-CO2/kWh)を
使用した。

２．中長期の環境目標

項目 単位

目標年度

クレーム0-

二酸化炭素排出量

内訳

電力
ガソリン
軽油
灯油
プロパンガス

17,533.11
5,528.16
6,473.18

0
0
0

238

項目 単位

運用期間
2022年8月
〜

2023年7月
目標値目標削減率

41.58
適正管理
積極告知

-1%
-1%
-1%
-
-
-

-1%
-1%

-
-



8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
A
B
C
D
E
F
G
H
A 12月実施 7月実施
B
C
D
A
B 随時
C 2ヶ月毎
A
B
C
D
E
F
A 石川（智）
A

B 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検 月初点検

C
A
B
C
D
A
B
C 薬品取扱い学習会実施

D 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回
A
B

A 富岡

スケジュール

Ⅴ．環境経営計画

富岡

石川（智）

環境配慮型製
品の販売

浄化槽機能促進の為のバクテリア剤の積極販売
清水（光）

顧客に環境配慮型商品の情報を積極的に提供

法規制遵守

業務関連法規の社内周知

富岡
遵守状況の確認
浄化槽設置者への指導（定期点検・清掃・法定点検）

貯水槽設置者への指導（年１回以上の清掃・水質検査）

使用済み封筒の再利用

清水（洋）

環境経営の継
続的改善（顧客
満足度の向上）

顧客との環境コミュニケーション推進します。

環境コミュニ
ケーション

社外への環境経営レポートの公開

清水（光）
顧客への会社案内周知
年１回以上の環境に関する社内教育実施
会社周辺の美化活動の実施

保管状況の管理（PAC、苛性ソーダ、高分子凝集剤、チオ
硫酸Na、消泡剤、次亜塩素酸Na）

在庫の適正管理

使用化学物質のＳＤＳ入手

水使用量削減
日常的な節水の励行

グリーン購入 社内備品のエコ製品の優先購入

化学物質

廃棄物の削減・
リサイクルの推

進

社内資料のコピー用紙の両面使用

石川（智）

文書の電子化
ゴミの分別（金属・アルミ缶・プラスチック・PET）
インクカートリッジの回収
印刷・コピーミスの削減（印刷前設定確認とリセット）

低冷房運転の励行
法定速度の遵守

清水（光）水道使用量異常数値の際に、漏水点検
水使用状況の確認

（運用期間：2022年8月～2023年7月）

環境活動項目 責任者

二酸化炭
素排出量
の削減

燃
料

不必要なアイドリングの禁止
１回／月社内整理の実施
急発進・急加速の禁止

電
気

空調フィルターの定期清掃（夏前、冬前　２回／年）

エアコンの設定温度を夏季28℃、冬季20℃に設定

夜間、休日のPC、プリンター等の主電源オフ
ブラインドやカーテンの利用による室内温度の調整

効率的な作業ルートの選定
オイル・タイヤ等の定期的な点検、交換
同方向は相乗りの励行



１．環境関連法規等の遵守状況
当社に適用される環境関連法規

評価日　2023年　　7月　　31日
評価者　環境管理責任者　清水　光太

法規 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

浄化槽法
環境省で定める回数の保守点検、清掃、法定検査の周
知・徹底

遵守 〇

静岡県浄化槽保守点検業者登録条例（第2条第1項） 静岡県知事許可及び更新手続の遵守 浄化槽管理士講習の受講（新規と更新） 〇

静岡県浄化槽保守点検業者登録条例（第9条第5項） 浄化槽管理士による保守点検業務の実施 管理士もしくは管理士立会いのもと、点検実施 〇

静岡県浄化槽保守点検業者登録条例（第11条） 浄化槽管理台帳の整備 管理台帳内容の再確認と整備を実施 〇

水質汚濁防止法 静岡県条例で定める排水基準の周知・徹底 定期的な客先の排水水質検査実施 〇

建築物飲料水貯水槽清掃に関する条例 静岡県条例で定める建築物における衛生的環境の確保 定期的な客先の排水水質検査実施 〇

外部からの委託作業での運搬時に、毒劇物該当薬品の
確認

2022年9月毒劇物取扱いに関する勉強会実施
苛性ソーダの医薬用外劇物の表示。

〇

SDSの社内表示と外部への提供
社内表示は印刷が古くて読みにくいとの指摘あり、改善
措置。外部用SDSは共有サーバーにて提出可能な状態
で保存。

〇

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及び管理の
適正化に関する法律）

自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施 点検及びフィルター清掃実施 〇

廃棄物処理法 事業系一般廃棄物の減量・分別の徹底
分別ゴミに雑紙、プラスチックを追加したが、プラスチック
分別が自治体に無く、可燃物として処理。

〇

廃棄物処理法
顧客より発生した産業廃棄物の内、リサイクル可能なも
ののみ活用

客先引上げ品を修理して、リユース。今年度該当なし。 -

家電リサイクル法 廃棄時に引き渡し業者への引き渡し 該当なし -

自動車リサイクル法 廃車時に取引業者への引き渡し 該当なし -

リサイクル法（資源の有効な利用の促進に関する法律） パソコン、小型二次電池等の廃棄時の適正廃棄 該当なし -

地球温暖化対策推進法 温室効果ガスの把握 EA21にて対応 〇

Ⅵ.　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無
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毒物及び劇物取締法



①運用期間（2022年8月〜2023年7月）の環境目標の実績　

基準期間
2021年8

月
〜

2022年7
基準値

目標
削減率

目標値 実績値
実績

削減率
評価

㎏-CO2 17,710 -1% 17,533 17,656 -0.3% △

kWh 5,584 -1% 5,528 5,250 -6.0% 〇

L 6,539 -1% 6,474 6,581 0.6% △

L 0 -1% 0 - - -

L 0 -1% 0 - - -

kg 0 -1% 0 - - -

一般廃棄物 kg 240 -1% 238 235 -2% 〇

㎥ 42 -1% 42 41 -2.3% 〇

kg 適正管理 適正管理 適正管理 - -

件 ― 積極告知 積極告知 3社 -

％ ― クレーム0 クレーム0 ○

＜評　価＞

原因

是正

原因

是正

原因

是正

②次年度の環境経営目標

ガソリン削減目標のみ、見直し実施。

2022年8月
〜

2023年7月

二酸化炭素排出量

7

内訳

電力

ガソリン

軽油

灯油

電力
節電の取り組みと、空調用省エネ商材の試験的導入。

継続実施。

Ⅶ.環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

CO2

ガソリンの占める割合が86％あり目標値には届かなかったが、トータルで削減できた為「△」評価とし
た。

アイドリングストップ等適時取り組んでおり、継続実施。

ガソリン

業務量増加が主要因。20社以上取引が増えている中で微増に抑えた為、「△」評価とし
た。
アイドリングストップ等適時取り組んでおり、継続実施。業務量との兼ね合いで目標削減率の見直し
が必要。

プロパンガス（LPG）

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量

環境に配慮した製品の提案

環境経営の継続的改善（顧客
満足度の向上）

項目 単位

運用期間



A 〇 対応できた 継続実施

B 〇 対応できた 継続実施

C 〇 対応できた 継続実施

D 〇 対応できた 継続実施

E 〇 対応できた 継続実施

F 〇 対応できた 継続実施

G 〇 対応できた 継続実施

H 〇 対応できた 継続実施

A 〇 12月・7月実施 継続実施

B 〇
省エネ商材コンティニューム導入/エアコン

1台入れ替え
継続実施

C 〇 プリンター1台入替 継続実施

D 〇 平時より実施中 継続実施

A 〇 継続実施

B 〇 問題なし 継続実施

C 〇
使用量請求の都度確認。中間で

情報共有。
継続実施

A 〇 再利用実施中 継続実施

B △ 会議資料の削減実施 継続実施

C 〇
富士宮市はアルミとプラの分類が無い
為、新たに雑紙回収・PETキャップ回
収実施

継続実施

D 〇 回収実施中 継続実施

E 〇 確認実施中 継続実施

F 〇 再利用実施中 継続実施

A 石川（智） 〇 再生プラスチック製品の積極購入 継続実施

A 〇 入手済。共有フォルダにて保存 継続実施

B 〇
薬品専用倉庫にて保管。　　　　　医薬
用外劇物の表示実施（苛性ソーダ）

継続実施

C 〇 過剰在庫の解消 継続実施

A 〇 改正等、タイムリーに周知 継続実施

B 〇 遵守できている 継続実施

C 〇 客先へ都度法令周知 継続実施

D 〇 客先へ都度法令周知 継続実施

A 〇 EA21による 継続実施

B 〇 業務案内活用。新規1件 継続実施

C 〇
年1回薬品取扱いに関する勉強会実

施
継続実施

D 〇 清掃当番により週1回以上実施 継続実施

A △
販売ではなく、状態によって当社

判断で使用。
継続実施

B 〇
空調用特殊ﾌｨﾙﾀｰ、社内にて試行。客
先3社提案。

継続実施

A 富岡 〇 省エネ商材の提案 継続実施

〇…達成　　　　　△…意識は上がっているが未達成
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（運用期間：2022年8月～2023年7月）

環境活動項目 責任者 評価 コメント
今後の取
組内容

二酸化炭
素排出量
の削減

燃
料

不必要なアイドリングの禁止

富岡

１回／月車内整理の実施
急発進・急加速の禁止
効率的な作業ルートの選定
オイル・タイヤ等の定期的な点検、交換
同方向は相乗りの励行
低冷房運転の励行

石川（智）

文書の電子化

ゴミの分別（金属・アルミ缶・プラスチック・PET）

法定速度の遵守

使用済み封筒の再利用

電
気

空調フィルターの定期清掃（夏前、冬前　２回／年）

石川（智）
エアコンの設定温度を夏季28℃、冬季20℃に設定

夜間、休日のPC、プリンター等の主電源オフ
ブラインドやカーテンの利用による室内温度の調整

水使用量削
減

日常的な節水の励行

清水（光）
水道使用量異常数値の際に、漏水点検

水使用状況の確認

グリーン購入 社内備品のエコ製品の優先購入

化学物質

使用化学物質のＳＤＳ入手

廃棄物の削
減・リサイク
ルの推進

社内資料のコピー用紙の両面使用

環境経営の
継続的改善
（顧客満足度
の向上）

顧客との環境コミュニケーション推進します。

環境コミュニ
ケーション

社外への環境経営レポートの公開

清水（光）
顧客への会社案内周知
年１回以上の環境に関する社内教育実施
会社周辺の美化活動の実施

Ⅷ.環境経営計画の取組結果とその評価、及び次年度の環境経営計画

環境配慮型
製品の販売

浄化槽機能促進の為のバクテリア剤の積極販売
清水（光）

顧客に環境配慮型商品の情報を積極的に提供

清水（洋）
保管状況の管理（PAC、苛性ソーダ、高分子凝
集剤、チオ硫酸ナトリウム、消泡剤、次亜塩素
酸ナトリウム）

在庫の適正管理

法規制遵守

業務関連法規の社内周知

富岡
遵守状況の確認
浄化槽設置者への指導（定期点検・清掃・法定点検）

貯水槽設置者への指導（年１回以上の清掃・水質検査）

インクカートリッジの回収
印刷・コピーミスの削減（印刷前の設定確認とリセット）



エコキャップ運動に取り組んでいる取引先へ

当社の取組み
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ゴミの分別の継続実施

PETボトルキャップの回収

省エネ商材の導入



作成　 2023年 9月　25日

確認

1 ■

2 ■

3 ■

4 ■

5 ■

6 ■

7 ■

8 ■

有限会社石川メンテナンス
代表取締役　　　石川　桂三

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無
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１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書

環境経営目標及び目標達成状況
EA21活動の理解と実践教育の実施が行
えた。

環境経営計画及び取り組み実施状況
廃棄物の分別、車両の使用方法の効率化
に取り組めた。

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況
業務量の増加に対し、ガソリン使用量の
削減目標数値を見直す必要がある。

取引先、業界、関係行政機関、その他
の外部動向

新規取引先が増え、設備の管理基準を満
たしていない設備への改善を実施できた。

その他（外部への対応）

Ⅹ.代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営計画

環境に関する組織（実施体制含め）

その他のシステム要素

その他（ 　外部への対応    ）
毎月、当社業務内容の一部または省エネ
商材の案内を全取引先に実施。

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

地球温暖化防止や環境保全への貢献という大義の下で、どれだけ弊社が真面目にエ
コアクション21に相応しい取り組みが出来るかどうかを、最初の1年間見守ってきまし
た。
少しでも従業員個々の環境への意識の変化が見られればよいと考えながら。結果、個
人により多少の差はありながらも、意識の向上は見られたと評価しています。
特に今期は取引先の増加に伴い業務量が増えた中でも、0.3％のCO2削減が出来まし
た。
弊社が目標に掲げた各数値は受注内容、件数により単純には比較出来ませんが、今
後も一歩づつ継続的な努力を続けていく所存です。

2023年　 9月　25日

見直し項目



訓練日

訓練日
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〈緊急時対策〉
作成日：令和5年　7月　31日
作成者：清水　光太

　想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限にくい止めること・内外への連絡を
円滑に行うこと・可能な範囲で事前に想定、準備すること。また、定期的にその訓練を行う。更に、緊急事
態の発生や、訓練の後、対応の評価と改善策を行う。

想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応策

パターン1 薬品補充作業時の漏洩
・タンク破損
・人為的なミス

主に取り扱う薬品に
ついて、対応方法を
事前に訓練してお
く。

パターン2

原因 対処・訓練等

2023/9/22
客先薬品補給作業時に、薬品
をこぼして衣服等につく。

人為的ミス

当社が扱う可能性のある薬品の性状確認。

SDS表示の基本的な対処法の確認。

※評価と改善策
　
※検証結果

Ⅺ.環境上の緊急対策

参加者 全社員

参加者 全社員

※評価と改善策
書面のみの訓練だったが、薬品取り扱いに関して訓練前より注意をはらうようになった。SDSへの理解を深められ
た。
※検証結果
今後人員募集にあたり、初期訓練として必須としたい。

想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等

想定される緊急時の状況

訓練記録



実施期間中、案件無し 作成・管理担当：清水　光太

住所

連絡先
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回答の
必要性

対応内容
（再発防
止策）

1 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要
・

不要

NO.
情報入手

日
情報種類 通報者 通報方法 内容

必要
・

不要

3 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要
・

不要

2 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要
・

不要

5 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要
・

不要

4 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要
・

不要

6 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要
・

不要

Ⅻ.環境コミュニケーション受付表

8 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要
・

不要

7 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）



№　　　　　　　　　

作成者：清水　光太 実施期間中案件無し

発生日

該当なし

　是正処置の必要性の有無　（　　有　　・　　無　　　）

確認日

確認者

　　　　　年　　月　　日

有限会社石川メンテナンス
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13.是正処置確認報告書
　　　　　　年　　月　　日

　＜問題点＞　（何が？～どうなっている！～）　Ｃ/

　＜原因＞　（なぜ？～）　Ａ/

　＜是正計画＞　（何を？～誰が？～何時までに？～どうする～）　Ｐ/Ｄ/

　＜結果確認＞　（どの様に改善された～問題点は解決したか？～　Ｃ/Ａ/Ｐ/　（予防処置は？）


